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大
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道
路
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整
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大
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市
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環
状
道
路
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
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東
京
外
か
く
環
状
道
路

関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
一
課

8

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
概
要
に
つ
い
て

関
東
地
方
建
設
局

高
速
湾
岸
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
第
一

東
京
湾
横
断
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
分蒄
企
画

名
古
屋
環
状
2
号
線
(
一
般
国
道
三
〇
二
号
)の
整
備
に
つ
い
て

東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

京
奈
和
自
動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

大
阪
湾
岸
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
第
一
計
画
課

安
藤

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社
企
画
開
発
部
企
画
課
長

--

00

関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
計
画
第
二
課

誌

公
団
計
画
部
第
一
計
画
課

安
藤
…
憲
一

斜

路
株
式
会
社
企
画
開
発
部
企
画
課
長

藤
田

益
夫

卸

中
部
地
方
建
設
局
愛
知
国
道
工
事
事
務
所
長

波
口

潔

卿

中
部
地
方
建
設
局
道
路
計
画
第
一
課

鳩

近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
一
課
長

阪
神
高
速
道
路
公
団
計
画
部
計
画
第
一
課

足
立

徹

郎

山
内

幸
格

邱

水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
危
険
物
積
載
車
両
の
通
行
規
制
に
つ
い
て
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係
長

下
村

善
夫

70
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点
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熟
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豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
情
報
ハイ
ウ
ェイ

日
本
高
速
通
信
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

花
岡

信
平

最
近
欧
米
へ
の
出
張
か
ら
帰
っ
て
く
る
若
い
社
員
た
ち
か
ら
、
報
告
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
聞
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
こ
の
‐間
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張

の
途
中
、
ス
イ
ス
に
駐
在
し
て
い
る
友
人
を
訪
ね
た
と
い
う
社
員
か
ら
、
現
地
の

住
宅
事
情
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

そ
の
友
人
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
市
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
景
観
の
良
い
ハ
イ
ウ
ェ
イ

を
車
で
二
〇
分
、
木
々
の
緑
に
被
わ
れ
た
小
高
い
丘
の
上
に
建
て
ら
れ
た
し
ゃ
れ

た
二
階
建
て
の
家
に
住
ん
で
お
り
、
三
〇
畳
も
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、
ケ

ー
ブ

ル
T
V
で
、
英
語

･
ド
イ
ツ
語

･
フ
ラ
ン
ス
語
の
番
組
を
、

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
音
楽
で
も
好
み
に
合
わ
せ
て
自
由
に
選
べ
、
ま
た
、
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
の
前
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
広
さ
は
優
に
あ
る
庭
が
ゆ
る
や
か
に
下
り

な
が
ら
裾
を
ひ
ろ
げ
、
木
立
の
間
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
湖
が
見
渡
せ
る
と
い
っ
た

風
情
で
あ
っ
た
と
い
う
o

こ
の
話
を
聞
い
て
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
る
の
は
こ
の
若
い
社
員
だ
け
で
は
な
い

と
思
う
。
今
日
の
東
京
に
お
い
て
は
全
く
夢
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

ス
イ
ス
は
国
土
も
広
く
な
く
、
山
地
が
多
い
上
に
資
源
も
さ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い

な
い
国
だ
が
、
山
紫
水
明
の
国
土
を
背
景
に
経
済
基
礎
は
し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ

経
済
活
動
も
円
滑
に
進
捗
し
て
い
る
。

金
融
界
は
、
世
界
の
主
要
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
･
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
君
臨
し
、
ま
た
、

産
業
界
に
あ

っ
て
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ネ
ッ
ス
ル
や
、
ク
ノ
ー
ル
、

チ
バ
ー
ガ
イ
ギ
ー
な
ど
、
多
国
籍
企
業
と
し
て
世
界
の
多
く
の
国
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
ス
イ
ス
の
国
力
を
高
め
る
の
に
著
し
く
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
国
内
の
社
会
基
盤
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
高
度
に
教
育
さ
れ
、
訓
練
さ
れ
た
人
的
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
環

境
と
の
調
和
を
図
っ
て
き
た
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
歴
史
的
な
所
産
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
も
ス
イ
ス
と
同
様
国
土
は
狭
い
上
、
天
然
資
源
に
も
恵
ま

れ
て
い
な
い
国
だ
が
、
唯
一
の

｢人
的
｣
資
源
を
活
用
し
て
今
や
世
界
に
冠
た
る

経
済
大
国
、
技
術
大
国
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
人
間
の

暮
ら
し
の
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
住
宅
の
問
題
や
、
自
然
と
の
調
和
･
関
わ
り



な
ど
の
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
、
い
や
以
前
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
す
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

道
路
･
公
園
･
公
共
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
は
、
欧
米
先
進
国
に
比
べ
は
る
か

に
劣
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に
東
京
圏
の
住
宅
問
題
･
交
通
問
題
･
ゴ

ミ
問
題
な
ど
生
活
環
境
関
連
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い

る
と
思
う
。
東
京
一
極
集
中
の
現
状
が
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
今
後
の
日
本
の

発
展
は
絶
望
的
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
一
方
で
過
疎
化
と
共
に
老
齢

化
の
進
む
地
方
の
問
題
も
一
層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
若
い
有
能
な

人
材
が
地
方
に
残
し
た
両
親
の
世
話
や
、
住
宅
の
問
題
な
ど
で
地
方
に
帰
る
と
い

う
回
帰
現
象
も
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
東
京
で
修
得
し
経
験
し
て
き
た
専
門
知

識
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
仕
事
が
郷
里
で
も
続
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
う
な
る
と
こ
れ
は
ま
さ
に
人
材
の
逸
失
で
あ
る
。
大
げ
さ
に
な
る
が
こ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
日
本
の
将
来
は
期
待
出
来
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

解
決
し
、
今
後
日
本
が
豊
か
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
地
方
に
お
い
て

も
、
東
京
圏
と
同
様
の
仕
事
を
し
、
ま
た
教
育
･
医
療
･
買
い
物
･
娯
楽
な
ど
生

活
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
も
東
京
圏
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
利
便
性
が
受
け
ら
れ
、
暮

ら
し
に
よ
り
潤
い
を
も
た
ら
す
よ
う
な
社
会
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

国
家
計
画
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

｢四
全
総
｣
で
は
、
｢多
極
分
散
型
の
国
土
形
成
｣

を
す
る
た
め
の

｢交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
｣
が
謳
わ
れ
、
こ
の
中
で
特
に

｢情

報
通
信
体
系
の
整
備
目
標
｣
と
し
て
、

の
ラ
ン
ダ
ム
･
ア
ク
セ
ス
情
報
圏
の
構
築

②
高
度
な
国
内
･
国
際
情
報
通
信
基
盤
の
形
成

③
強
靱
で
適
応
力
に
富
む
情
報
･
通
信
基
盤
の
形
成

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
展
開
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ

電
気
通
信
事
業
者
の
基
本
的
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。

わ
が
社
の
場
合
は
、
国
の
道
路
整
備
と
と
も
に
、
来
る
べ
き
高
度
情
報
化
社
会

の
基
幹
と
な
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
つ
ま
り
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

｢道
あ
る
所
に
メ
デ
ィ
ア
あ
り
L
と
い
え
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
距
離
と
時
間
を
克
服
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
全
国
的
に
可
能

に
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
高
度
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、
人

間
性
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
役
立
つ
。
こ
れ
が
わ
が
社
の
基
本
理
念
で

あ
る
。

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
、
そ
し
て
、
銅
線
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
へ
と
通
信

は
、
近
年
の
画
期
的
な
技
術
進
歩
を
得
て
、
大
量
の
情
報
を
高
速
で
し
か
も
高
品

質
で
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
道
に
た
と
え
れ
ば
情
報
の
通
る
高
速
道
路
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
電
話
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
で
要
求
さ
れ
る
極
め
て
詳
細
な
画
像
の

伝
達
や
教
育
や
仕
事
に
必
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
や
り
と
り
、
ま
た
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
画
像
と
音
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
･
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
仕
事
か
ら
趣
味
娯
楽

に
至
る
ま
で
幅
広
く
他
方
面
に
利
用
出
来
よ
う
。
す
で
に
、
日
本
に
出
先
を
持
つ

欧
米
企
業
の
多
く
は
本
国
と
日
本
支
社
と
の
間
に
通
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
、

テ
レ
ビ
会
議
や
電
子
メ
ー
ル
に
利
用
し
て
い
る
。
時
差
が
あ
る
た
め
、
朝
と
晩
に

洋
の
東
西
が
一
堂
に
会
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
本
国
と
日
本
と
一
つ
の
仕

事
を
引
き
継
い
で
、
二
四
時
間
連
続
し
て
進
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
業
務
運
営

も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

道
路
と
通
信
の
一
体
的
シ
ス
テ
ム
整
備
こ
そ
が
、
国
土
と
人
材
を
真
に
有
効
に

し
て
誰
も
が
夢
に
描
く
自
然
と
調
和
し
た
近
代
的
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
早
く
実
現

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。



は
じ
め
に

道
路
は
、
人
間
社
会
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
唯
一
の
社
会
資
本
で
あ
り
、
様

々
な
活
動
を
支
え
る
根
本
的
な
基
盤
施
設
で
あ
る
。

経
済
の
発
展
と
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
の
基
盤

整
備
と
し
て
、
戦
後
、
道
路
は
他
の
公
共
施
設
に
先

が
け
て
五
箇
年
計
画
と
い
う
計
画
的
な
整
備
手
法
を

導
入
し
、
今
日
ま
で
に
、
五
、
0
0
0
如
を
越
え
る

高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
し
か
し
、
世
界
の
約
一
割
を
占
め
る
経
済
と

一
億
二
千
万
人
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
い
ま
だ
貧
弱

で
あ
る
。

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、

人
口
、
産
業
が
著
し
く
集
積
し
こ
れ
ら
の
大
都
市
を

と
り
ま
く
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
、
急
激
な
都
市
化

現
象
が
進
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
交
通

の
円
滑
性
が
必
ず
し
も
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

大
都
市
圏
に
お
け
る
健
全
な
都
市
活
動
を
保
持
す

る
た
め
に
も
、
多
極
分
散
型
国
土
構
造
の
形
成
を
推

進
す
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
大

都
市
圏
に
お
い
て
も
都
市
部
を
通
過
す
る
交
通
を
排

除
し
、
都
心
へ
流
入
す
る
交
通
の
分
散
、
導
入
を
図

る
た
め
、
環
状
道
路
や
効
率
的
な
交
通
処
理
を
図
る

自
動
車
専
用
道
路
な
ど
機
能
的
な
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
四
年
六
月
の
道
路
審
議
会
建
議
に
お

い
て
、｢大
都
市
圏
に
お
け
る
交
通
の
円
滑
化
は
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
上
で
、
放
射
方
向
と
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特
集
/
大
都
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環
状
道
路
の
整
備

…一

大
都
市
圏
環
状
道
路
に
つ
い
て

"…"

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

N

環
状
方
向
の
バ
ラ
ン
ス
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
現
状

か
ら
、
緊
急
に
環
状
道
路
の
整
備
を
行
う
。
例
え
ば
、

首
都
圏
に
お
い
て
は
三
環
状
九
放
射
の
自
動
車
専
用

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
環
状
道
路
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
完

成
が
急
が
れ
て
い
る
ゞ
と
さ
れ
て
い
る
(図
1
)
。

三
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、
後
掲
論
、

文
に
お
い
て
詳
細
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
幹
線
道
路
図
を
示
し
(図
2
、
3
、
4
)、

こ
れ
ら
環
状
道
路
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た

い
。

一
東
京
外
か
く
環
状
道
路

物

計
画
の
概
要

東
京
都
心
部
よ
り
半
径
一
五
畑
の
環
状
道
路
で



都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
混
雑
緩
和
を
図
る
。

0
計
画
区
間
“
東
京
都
大
田
区
-
千
葉
県
市
川

鬮き
関越道

つ
く
ば
市

　　
　
　

　

横

浜款第
る
)

驫

は

搬

料注) 建設省道路局資料による。

図 1 首都圏の 3 環状 9 放射の自動車ネットワーク
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図2 東京圏幹線道路図



回

事
業
区
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専
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東
京
都
練
馬
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-
埼
玉
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三
郷
市

約
三
〇
如

0

一般
部
…
埼
玉
県
和
光
市
-
千
葉
県
市
川
市

約
四
四
如

0
平
成
四
年
度
供
用
予
定
区
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の
専
用
部

東
北
縦
貫
自
動
車
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J
C
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常
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車
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計
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e

一
般
部

専
用
部
の
供
用
に
合
わ
せ
、
埼

玉
県
和
光
市

(二
五
四
B
P
)

-
三
郷
市
間

(
一
部
区
間
を
除

く
)
約
二
二
姉

二

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

の

計
画
の
概
要

東
京
都
心
部
よ
り
半
径
四
0
i
五
〇
如
の
多
核

型
都
市
圏
の
構
造
形
成
に
資
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
。0

計
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三

東
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道
路

の

計
画
の
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要

東
京
湾
岸
に
立
地
す
る
諸
機
能
を
相
亙
連
絡
し
、

都
市
部
の
交
通
混
雑
緩
和
を
図
る
。

o
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画
区
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神
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川
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計
画
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回

事
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○
専
用
都
筑
首
都
高
速
湾
岸
線
三
、
四
、
五
期

約
三
五
如

0

一般
部
…
金
沢
i
夏
島
約
四
紬

羽
田
地
区
-
京
浜
島
約
四
頬
等

四

東
京
湾
横
断
道
路

の

計
画
の
概
要

京
浜
地
域
と
房
総
地
域
を
直
結
す
る
こ
と
に
よ

り
東
京
都
市
圏
の
南
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
周
辺
都
市
の
都
市
機
能
を
高
め
広
域
的

な
都
市
圏
を
育
成
す
る
基
盤
と
な
る
。
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名
古
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線

の

計
画
の
概
要

名
古
屋
市
域
の
ほ
ぼ
外
周
部
に
位
置
し
、
放
射

状
の
幹
線
道
路
や
名
古
屋
都
市
高
速
道
路
と
一
帯

と
な
っ
て
、
名
古
屋
都
市
圏
に
お
け
る
道
路
網
の

骨
格
と
な
る
道
路
。
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名
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市
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中
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三
〇
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四
0
m
圏
に
存
在

す
る
諸
都
市
を
有
機
的
に
連
絡
し
、
伊
勢
湾
岸
道

路
と
一
体
と
な
っ
て
環
状
道
路
を
形
成
し
、
名
古

屋
圏
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
基
盤
と
な
る
高
規

格
幹
線
道
路
。

幽
晦も

◎
関
市
ー
土
岐
市

⑭
瀬
戸
市
-
豊
田
市

四
0
如

二
七
如

図3 名古屋圏幹線道路図

七

大
阪
湾
~山圧
迫
路
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大
阪
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に
立
地
す
る
諸
機
能
を
相
互
連
絡
し
、

都
市
部
の
交
通
混
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図
る
道
路
。
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八

京
奈
和
自
動
車
道

の

計
画
の
概
要

関
西
都
市
圏
の
外
部
環
状
道
路
の
一
翼
を
担
う

役
割
を
持
っ
た
道
路
で
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、

第
2
名
神
高
速
道
路
、
西
名
阪
自
動
車
道
、
近
畿
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自
動
車
紀
勢
線
な
ど
と
連
携
し
、
有
機
的
な
目
専

0
基
本
計
画
決
定
…
九
四
畑

(七
八
%
)

◎
五
條
道
路

八
細

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
。

○
整
備
計
画
決
定
…
四
九
如

(四
一
%
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道
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京
奈
道
路

一
七
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九
如

○
車

線

数
…
自
動
車
専
用
道
路
四
車
線

@
大
和
･
御
所
道
路
二
八
如

お
わ
り
に

こ
こ
に
紹
介
し
た
環
状
道
路
の
整
備
は
、
道
路
交

通
混
雑
の
円
滑
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

ゞ
中
穢靴
済
中

今
後
、
こ
れ
ら
の
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
幹

i
農
業
5
事
計
査

憾
恐
は
罐
ゞ

;

一

線
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
大
都
市
圏
の
今
後
の
発

議
慈愛やず
ぃ◎
}“
＼
ノ
ヤ
舞
事
皸緘
都
調

展
を
目
指
し
た
二
一
世
紀
の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ

繁華

;
“
安
＼

~

れ
て
ぃ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
o

凡

溝
口京阪神圏幹線道路図



は
じ
め
に

東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
臨
海
部

(
一
部
三
県
)

は
国
土
面
積
の
四
%
を
占
め
る
の
に
対
し
て
人
ロ
は

全
国
の
約
二
六
%
、
工
業
出
荷
額
は
二
五
%
を
占
め

る
な
ど
中
枢
管
理
機
能
、
生
産
流
通
機
能
等
多
く
の

都
市
機
能
が
集
中
し
、
極
め
て
高
密
な
市
民
生
活
及

び
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
ロ
、
産
業
等
の
高

密
な
集
積
は
、
一
方
で
は
交
通
機
能
に
対
す
る
弊
害

も
大
き
く
現
れ
、
都
市
機
能
は
著
し
く
低
下
し
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
首
都
圏
の
各
地
域
に
そ
の
都
市
生

産
機
能
を
選
択
別
に
分
散
し
効
率
の
高
い
広
域
多
核

的
な
都
市
圏
の
建
設
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
交
通
施
設
の
整
備
、
と
り
わ
け

首
都
圏
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
と
し
て
の
国
幹
道
、

首
都
高
速
道
路
等
の
整
備
推
進
と
、
こ
れ
ら
の
放
射

幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
首
都
圏
交
通
体
系
の
根

幹
を
な
し
首
都
圏
地
域
の
広
域
的
再
編
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
整
備
促

進
は
必
要
不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
各
区
間
の
外
か
ん
の
計
画
概
要
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
概
要

東
京
外
か
く
環
状
道
路

(以
下

｢外
か
ん
｣
と
い

う
)
は
、
東
京
都
心
か
ら
半
径
約
一
五
畑
の
地
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通
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東
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、
常
磐
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東
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関
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中
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名
の
高
速
自
動
車
国
道
を
相
互
に
連
絡
し
、
東
京
都

大
田
区
の
東
京
湾
岸
道
路
か
ら
千
葉
県
市
川
市
の
東

京
湾
岸
道
路
に
至
る
延
長
約
八
五
蛔
の
環
状
道
路
で

あ
る
(図
1
)。,

外
か
ん
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
〇
年
代
中
頃
か
ら

建
設
省
に
お
い
て
調
査
を
進
め
、
昭
和
四
一
年
の
東

京
都
内

(束
名
高
速
道
路
-
埼
玉
県
境
間
)
を
始
め

と
し
て
順
次
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
、
埼
玉
県
を

経
て
千
葉
県
市
川
市
の
東
京
湾
岸
道
路
に
至
る
約
六

七
虹
が
す
で
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本

的
な
道
路
構
成
は
、
埼
玉
県
和
光
市
の
国
道
二
五
四

バ
イ
パ
ス
を
境
に
、
東
側
部
は
自
動
車
専
用
部
四
車

線
及
び

一
般
部
四
車
線
の
計
画
で
あ
り
、
西
側
部
は

自
動
車
専
用
部
六
車
線
の
計
画
で
あ
る
。

間
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供
未
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篩

済
計
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適
当
路

計
部
婁
婆
鑓
道

都
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主
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回
避

ん
ん
他
他
役
高

か
か

の
の
“
郡

外
外

そ
そ

一
首

一- -…- その他主要道聯供用区間
一… - その他主要道路未供用区間
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色
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三
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◎

　

　

　
　

　

畑
バ
イ
パ
ス

勒

(,

者　　

二

整
備
効
果

◎

　

　

　

口

=
-

-
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野

川

川

＼

蹟
5

東
京
都
心
へ
の
一
極
依
存
形
態
を
避
け
、
各
地
域

に
核
都
市
の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
交
通
網
と
し

て
東
京
区
部
を
中
心
と
す
る
放
射
状
の
動
線
や
核
都

市
相
互
を
結
ぶ
動
線
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
外
か

ん
の
果
た
す
役
割
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

都
心
部
へ
集
中
す
る
交
通
を
外
縁
部
で
受
け
、

翔

都
市
部
へ
分
散
導
入
す
る
o

概

②

放
射
線
幹
線
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
、
区
部

に
起
終
点
を
持
た
な
い
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ

図

る
こ
と
に
よ
り
都
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。



③

都
心
部
に
集
中
し
て
い
る
流
通
･
業
務
.
数

沿
線
地
域
の
混
雑
を
解
消
す
る
。

な
る
国
道
二
五
四
号
バ
イ
パ
ス
よ
り
東
側
の
区

育
等
の
機
能
の
周
辺
地
域
へ
の
分
散
を
誘
導
す

月

西
･

ま
･

い

ろ
･0

④

東
京
･
横
浜
･
千
葉
等
の
東
京
湾
岸
の
諸
港

及
び
開
発
拠
点
と
内
陸
部
と
の
円
滑
な
交
流
を

図
る
。

⑤

一
般
部
が
地
域
の
幹
線
道
路
と
し
て
機
能
し
、

群
群
行帯

　

　

　

　

愉

5

　　　　

　　　

サ
ー
ビ
ス
道
路

緑
地
帯

号

　
　

　道回

中
央
分
離
帯

間図2 国道254号バイパスより東側区間

0

唱

車
道

配　

緑
地
帯

　　　轆

即

　

　

　

　　

サ
ー
ビ
ス
道
路

　　
　
　　

三

関
越
道
大
泉
ー
C
j
常
磐
道
三
郷

ー
C
の
状
況

①

計
画
概
要

関
越
道
-
常
磐
道
間

(延
長
約
三
〇
畑
)
の
う

ち
、
一
般
部
と
自
動
車
専
用
部
の
二
層
構
造
と

　設旋燒膿

　　5

サ
ー
ビ
ス
道
路

　

･

.緑
地
帯

5

車
道

即0

車
道

中
央
分
離
帯

図3 国道254号バイパスより西側区間

サ
ー
ビ
ス
道
路

　　

　

o

緑
地
帯

間
の
標
準
断
面
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、

西
側
の
自
動
車
専
用
部
六
車
線
の
区
間
に
つ
い

て
は
図
3
の
通
り
で
あ
る
。

②

整
備
状
況

本
区
間
の
一
般
部
は
、
昭
和
四
四
年
度
に
一

般
国
道
二
九
八
号
と
し
て
路
線
指
定
さ
れ
、
四

五
年
度
に
建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
事
業
化
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
用
部
は
昭
和
五
七
年
一

月
に
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

(東
北
道
及
び

常
磐
道
)
と
し
て
基
本
計
画
が
出
さ
れ
、
昭
和

六
一
年
一
月
及
び
三
月
に
整
備
計
画
、
同
年
五

月
に
日
本
道
路
公
団
に
対
し
施
行
命
令
が
出
さ

れ
た
。

事
業
と
し
て
は
、
建
設
省
に
よ
り
昭
和
四
五

年
度
に
埼
玉
県
戸
田
市
内
の
用
地
買
収
に
着
手

し
、
以
後
、
埼
玉
県
和
光
市
か
ら
三
郷
市
に
至

る
区
間

(専
用
部
含
む
)
を
促
進
、
.そ
の
後
、

日
本
道
路
公
団
に
よ
り
昭
和
六
○
年
よ
り
埼
玉

県
和
光
市
か
ら
東
京
都
練
馬
区
の
関
越
道
に
至

る
区
間
に
お
い
て
用
地
取
得
が
な
さ
れ
た
。

一般
部
の
工
事
は
建
設
省
が
昭
和
四
八
年
度

に
川
口
市
安
行
地
先
の
約
一
･
一
如
に
着
手
し
、

こ
の
う
ち
約
四
〇
0
m
は
外
か
ん
の
標
準
的
な

モ
デ
ル
道
路
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
以
降

用
地
取
得
済
み
の
区
間
よ
り
地
先
の
サ
ー
ビ
ス

(自動車胸川部)

特集/大都市圏環状道



道
路
、
歩
道
、
自
転
車
道
、
緑
地
帯
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
幸
魂
大
橋
(荒
川
横
断
部
)、

J
R
東
北
線
立
体
橋
等
の
工
事
を
実
施
し
て
き

た
。現

在
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、

一
七
号
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
と
の
交
差
点
付
近
約

二
･
二
獅
、
一
七
号
と
の
交
差
点
付
近
約
一
･

六
如
、
川
ロ
市
芝
及
び
塚
原
地
区
約
二
･
三
如
、

川
口
J
C
か
ら
草
加
市
原
町
間
約
四
･
二
畑
、

草
加
市
青
柳
町
約
0
･
五
如
、
八
潮
市
八
条
か

ら
三
郷
市
谷
ロ
間
約
三
･
四
蝿
を
暫
定
供
用
し

て
お
り
、
国
道
二
九
八
号
本
線
は
、
八
潮
市
八

条
か
ら
三
郷
市
花
和
田
の
約
二
･
二
如
を
暫
定

二
車
で
部
分
的
に
供
用
済
み
で
あ
る
。

専
用
部
の
工
事
は
昭
和
六
二
年
か
ら
着
手
さ

れ
、
現
在
、
鋭
意
工
事
の
促
進
を
図
っ
て
お
り
、

一
般
部
、
専
用
部
合
わ
せ
て
国
道
三
五
四
号
バ

イ
パ
ス

(和
光
市
)
か
ら
県
道
上
笹
塚
谷
ロ
線

(三
郷
市
)間
の
一
般
部
と
の
同
時
供
用
を
め
ざ

し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

③

特
徴
、
そ
の
他

現
在
、
供
用
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
本
区
間
の
特
徴
は
、
以
下
の
点
が
上
げ
ら

れ
る
。

写真2 川 ロJ C

ー

環
境
対
策
等

外
か
ん
に
は
、
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
っ
て
環
境
に
最

大
限
配
慮
し
幅
員
二
0
m
の
環
境
施
設
帯
を
設
置
、

沿
道
地
域
の
土
地
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
歩
道
、
緑

地
帯
、
サ
ー
ビ
ス
道
路
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
拠
点
地
域
を
定
め
、
休
憩
施
設
や
修
景
施
設
の
設

置
を
行

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
住
居
系
地
域
に
つ
い
て
は
生
活
環
境
の

保
全
、
地
域
で
の
親
し
ま
れ
る
道
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
質
の
高
い
歩
道
舗
装
や
、
サ
ー
ビ
ス
道
路

を
曲
線
形
と
し
、
人
と
車
の
調
和
を
め
ざ
し
て
い
る
。

植
栽
に
つ
い
て
も
高
木
か
ら
低
木
ま
で
の
混
合
植

栽
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
環
境
施
設
帯
の
設
置
に
よ

り
遮
音
壁
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
振
動
減
衰
に
必
要
な

距
離
、
排
気
ガ
ス
の
拡
散
に
必
要
な
空
間
、
日
照
の

確
保
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
都
市
に
お
け
る
貴
重

な
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
形
成
に
寄
与
し
て
い

“{%
騒
音
対
策
は
遮
音
壁
の
設
置
に
よ
り
対
応
す
る
計

写真3 草加市原町(歩道、サービス道路)



画
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
交
通
量
と
周
辺
の
土
地
利

用
に
応
じ
て
、
緑
地
帯
内
及
び
高
架
部
に
二
-
八
m

の
遮
音
壁
を
設
置
し
て
い
る
。

2

道
路
空
間
の
有
効
利
用
等

外
か
ん
で
は
、
道
路
空
間
の
有
効
利
用
と
し
て
高

架
下
に
公
共
性
の
高
い
公
園
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
て
他
の
放
水
路
等
の
公

共
事
業
も
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
綾
瀬
川
放
水
路
事
業

綾
瀬
川
放
水
路
は
、
一
級
河
川
綾
瀬
川
と
中
川

を
結
ぶ
延
長
四
〇
四
0
m
の
放
水
路
で
、
こ
の
う

ち
外
か
ん
と
併
設
し
て
整
備
さ
れ
る
区
間
の
延
長

は
三
、三
三
0
m
と
な
っ
て
い
る
。
図
4
に
綾
瀬
川

放
水
路
が
併
設
さ
れ
る
区
間
の
標
準
断
面
図
を
示

す
。

◎
旭
町
貯
留
槽

地
盤
が
低
く
河
川
へ
の
自
然
排
水
が
困
難
な
た

め
、
水
害
を
受
け
て
い
た
草
加
市
旭
町
に
外
か
ん

の
環
境
施
設
帯
の
地
下
空
間
を
利
用
し
た
貯
留
槽

を
整
備
し
て
い
る
。

貯
留
槽
は
雨
水
の
一
時
的
な
貯
留
を
行
う
も
の

で
、
外
か
ん
地
下
に
は
延
長
二
〇
0
m
に
わ
た
っ

　
　
　　
　図 綾瀬川放水路併設区間

サ
ー
ビ
ス
道
路

22 .00 30 .00
30 .00

特集/大都市

写真4 草加市(国道4号付近)

写真5 川口市(川口東 IC付近)



て
約
八
、
七
〇
0
t
の
容
量
を
持
つ
貯
留
槽
を
整

備
し
、
治
水
状
況
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

e
下
水
道
事
業

外
か
ん
の
地
下
に
は
約
一
一
如
に
わ
た
っ
て
荒

川
左
岸
南
部
流
域
下
水
道
及
び
中
川
流
域
下
水
道

の
管
渠
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
の
一
八
市
七

町
へ
の
下
水
道
整
備
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

3

地
域
へ
向
け
た
諸
活
動

外
か
ん
の
道
路
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
沿
線
地
域

と
の
連
絡
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
広

報
活
動
や
市
民
か
ら
の
要
望
を
重
視
し
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
。

昭
和
園
九
年
以
来
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
紙
で
あ
る

｢く
ら
し
と
道
｣
(副
題
…
プ
リ
ム
ロ

ー
ド
)
を
発
行
し
、
ま
た
現
地
に
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
に
よ
り

｢工
事

に
関
す
る
情
報
｣、
｢工
事
に
関
す
る
質
問
や
意
見
の

受
付
｣
等
の
活
動
を
行
い
、
地
域
と
の
交
流
を
密
接

に
行

っ
て
き
た
。

◎
外
か
ん
と
都
市
生
活
環
境
を
考
え
る
委
員
会

平
成
三
年
八
月
二
一
日
に
は

｢外
か
ん
と
都
市

生
活
環
境
を
考
え
る
委
員
会
L
が
発
足
し

(埼
玉

県
副
知
事
、
沿
線
七
市
の
市
長
、
建
設
省
、
日
本

道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
で
構
成
)、
供
用

後
の
道
路
と
調
和
あ
る
市
民
生
活
の
創
出
や
外
か

ん
の
持
つ
経
済
社
会
、
市
民
生
活
、
環
境
面
な
ど

へ
の
影
響
、
整
備
効
果
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

四

常
磐
道
三
郷
I
C
以
南

①

計
画
概
要

常
磐
道
ー
東
関
道

(延
長
約
二
○
如
)
の
う

ち
、
千
葉
県
内
の
区
間

(延
長
約
三
一額
)
に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
四
年
五
月
に
主
と
し
て
標

準
幅
員
四
0
m
の
高
架
式
二
層
構
造
で
都
市
計

画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
既
成
市
街
地
を
多
く
通
過
す
る
た

め
、
市
川
市
域
を
中
心
と
し
て
強
い
反
対
を
受

け
、
昭
和
五
三
年
に
は
千
葉
県
知
事
よ
り
一
般

国
道
六
号
以
南
に
つ
い
て
計
画
案
の
再
検
討
を

も
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
慎
重
な
検
討

を
重
ね
近
年
の
幹
線
道
路
、
と
く
に
環
状
道
路

の
必
要
性
が
一
般
的
に
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

千
葉
県
議
会
に
お
い
て
も
昭
和
六
〇
年
一
〇
月

に

｢東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
早
期
進
展
を
求

め
る
決
議
｣
が
可
決
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
機
運
を
受
け
昭
和
六
二
年
に
は
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
構
造
の
検
討
結
果
を
も
と

に
新
た
な
計
画
案
を
千
葉
県
知
事
に
提
示
し
事

業
進
展
の
協
力
を
求
め
た
。
新
た
な
計
画
案
は
、

ル
ー
ト
は
都
市
計
画
決
定
通
り
と
し
、
構
造
を

…
/

-

部
5

　
　
　
　
　

　

図5 堀割スリット構造区間



標
準
幅
員
四
0
m
の
高
架
構
造
か
ら
、
標
準
幅

員
六
0
m
の
堀
割
ス
リ
ッ
ト
構
造

(図
5
)
へ

と
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
千
葉
県
知
事
は
松
戸
市
、

市
川
市
長
に
そ
の
検
討
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

松
戸
市
か
ら
は
平
成
元
年
三
一月
に
受
け
入
れ

す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
市
川
市
に
お
い

て
は
、
市
議
会
の

｢東
京
外
か
く
環
状
道
路
対

策
特
別
委
員
会
｣
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

②

整
備
状
況

葛
飾
大
橋
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
直
轄
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
三
年
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
昭
和
五
六
年
に
一
般
部
四
車

線
の
内
二
車
線
分

(延
長
約
0
･
四
如
)
が
暫

定
的
に
供
用
を
開
始
し
、
以
降
、
前
後
の
取
り

付
け
部
分
の
工
事
を
進
め
、
一
般
国
道
六
号
か

ら
都
道
放
射
一
三
号
間
延
長
約
一
･
二
鹸
を
供

用
し
て
い
る
。

五

関
越
道
大
泉
I
C
以
南

東
名
道
-
関
越
道
間

(約
一
六
如
)
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
一
年
七
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
周
辺
土
地
利
用
の
変
化
や
過
去
の
経
緯
を

踏
ま
え
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
た
道
路
の
構
造
、

整
備
の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
地
域
の

意
向
を
十
分
反
映
し
、
理
解
の
得
ら
れ
る
計
画
と
す

る
べ
く
、
関
係
機
関
と
密
接
な
調
整
を
図
っ
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

六

最
後
に

外
か
ん
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
環
状
道
路
の
機

能
が
図
ら
れ
区
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
や
首

都
圏
の
交
通
の
流
れ
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

埼
玉
県
内
区
間
の
供
用
が
間
近
に
な
っ
た
今
日
、

真
に
外
か
ん
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
全
線
供

用
が
必
要
で
あ
り
他
の
区
間
の
早
期
整
備
が
強
く
要

望
さ
れ
て
い
る
。

が
/
'
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一
ま
え
が
き

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
東
京
都
心
へ
の
諸
機
能
の

一
極
集
中
に
よ
る
都
市
環
境
の
立
ち
遅
れ
や
交
通
混

雑
等
を
解
消
す
る
た
め
、
多
核
多
圏
域
型
の
地
域
構

造
を
形
成
す
る
た
め
の
交
通
体
系
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(以
下
、
圏
央
道
と

い
う
)
は
、
首
都
圏
周
辺
に
位
置
す
る
中
核
都
市
を

環
状
に
結
ぶ
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
り
、
首
都
圏
の

均
衡
に
あ
る
発
展
を
図
る
上
で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

以
下
、
圏
央
道
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

計
画
の
概
要

ー

概
要

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
四
0
i
五
○
如
圏

を
環
状
に
結
ぶ
、
延
長
約
二
七
〇
如
の
自
動
車
専
用

道
路
で
あ
る
。

圏
央
道
は
、
昭
和
五
四
年
よ
り
大
規
模
事
業
計
画

調
査
と
し
て
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
六
二
年
六
月
三

〇
日
に
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
の
一
般
国
道

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
四

年
七
月
現
在
、
基
本
計
画
延
長
約
二
三
六
蝿
、
整
備

計
画
延
長
約
五
0
m
と
な
っ
て
お
り
、
二
一
世
紀
初

頭
に
全
線
供
用
す
る
こ
と
を
目
途
に
調
査
、
設
計
等

を
進
め
て
い
る

(図
ー
参
照
)。
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特
集
/
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

政

一
首
都
圏
璽
乗
週
縫
圓
醐
藁
週
◎
概
要
鑑
つ
い
で

………

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

…

2

圏
央
道
の
役
割

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
か
ら
伸
び
る
東
名
高
速
道

路
、
中
央
道
、
関
越
道
、
東
北
道
、
常
磐
道
、
束
関

道
等
の
放
射
幹
線
道
路
と
接
続
し
、
都
心
部
に
集
中

す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
導
入
す
る
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
、
厚
木
、
八
王
子
、
川
越
、
つ
く
ば
、

成
田
、
木
更
津
等
の
首
都
圏
の
周
辺
に
位
置
す
る
中

核
都
市
を
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
交
流
の

円
滑
化
が
図
ら
れ
、
現
在
、
東
京
都
心
に
集
中
し
て

い
る
諸
機
能
の
分
散
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
中
核

都
市
の
育
成
を
促
進
し
、
中
核
都
市
相
互
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
行
す
る
国
道
一
六
号
、
三
一九
号
等

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、
現
在
、
市
街

地
に
流
入
し
て
い
る
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
、
一
般

道
路
の
混
雑
緩
和
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。



首都圏中央連絡自動車道 L三270･k m

環状道路 ･ 籠ケ蹄市

箋を乙
秋川市

麗鬮
、

総
¥ 分 人王子市

き奪う≧覊 ･濤寒、
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事業中

ロロロ 調査中
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図 1 圏央道の進捗状況
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表 1 圏央道の調査 ･計画経緯

年 月 経 緯

S 51

S 54

S 56

S 61 . 3

S 61 . 4

S 61 . 6

S 61.12

S 62 . 6

H 元 . 3

H 元 . 8

H 2 .11

第三次首都圏基本計画 (S 51.11.25) において
“提唱"

大規模特殊事業計画調査として調査開始

首都圏整備計画 (S 56.6,15)において
“計画の具体的推進" を位置

付け

埼玉県内 (東京都境~ 国道254号B P間)都市計画決定

成田~ 木更津間を調査区間に編入

第四次首都圏基本計画 (S 61.6,5) において
“整備" を位置付け

首都圏整備計画 (S 61.12.12) において
“整備" を位置付け

第四次全国総合開発計画において“首都圏中央連絡自動車道" が高

規格幹線道路に位置付け

高規格幹線道路に決定

東京都内 (国道20号~ 埼玉県境) 都市計画決定

基本計画 (横浜市金沢区~ 同市戸塚区、茅ヶ崎市~ 埼玉県川島町、
つくば市~ 千葉県大栄町、茂原市~ 木更津市)決定

整備計画 (中央道~ 国道254号B P ) 決定

基本計画 (埼玉県川島町~ つくば市)決定

整備計画 (国道20号~ 中央道) 決定

3

調
査
･
計
画
の
経
緯

圏
央
道
は
、
第
三
次
首
都
圏
基
本
計
画

(昭
和
五

一
年
二

月
)
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
度
よ
り

大
規
模
特
殊
事
業
計
画
調
査
と
し
て
、
横
浜
市
-
成

田
市
間
延
長
約
二
〇
〇
如
の
調
査
を
開
始
し
た
。

昭
和
六
一
年
度
に
は
東
京
湾
横
断
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
か
ら
、
成
田
市
j
木
更
津
市
間

ま
た
、
昭
和
六
二
年
に
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
に
お
い
て
高
規
格
幹
線
道
路
に
位
置
付
け
ら

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
建
設
省
に
お
い
て
高
規
格
幹

線
道
路
の
う
ち
の
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
と
し

て 線 れ 発 と
決 道 、 計 ま し
定 路 こ 画 た た
し の れ に 、 0
た う を お 昭
　 　 　　

を
調
査
区
間
に
編
入
し
、
調
査
延
長
を
約
二
七
〇
如

そ
の
後
、
一
部
区
間
に
つ
い
て
高
規
格
幹
線
道
路

と
し
て
の
基
本
計
画
、
整
備
計
画
が
平
成
元
年
、
二

年
に
決
定
さ
れ
た

(表
1
、
図
1
参
照
)。

4 年 と
に し そ圏

央
道
の
道
路
設
計
基
準
を
表
2
に
示
す
。
ま
た
、

標
準
横
断
図
を
図
2
に
示
す
。

道
路
設
計
基
準

表 2 圏央道の道路設計基準

区 間 車線数 設計速度 (k m /h) 標準幅員(m )

横浜横須賀道路~ 国道 1号 6 8 0 29 .O

新湘南B P ~ 東名高速

国道20号 ~ 国道254号B P
4 8 0 20 .5

東名高速~ 国道20号

国道254号B P ~ 東関道館山線 4 10 0 23 ,5



特集/大都市圏環状道路の整備宣亘重壷皇

(a ) 東名高速 ~ 国道20号、 国道254号 B P ~ 東国道館山線

(b)横浜横須賀道路~ 国道 1号

ー
3-5 3,5

新湘南B P ~ 東名高速

図 2 標準横断図



三

計
画
決
定
の
手
順

｢第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
｣
(昭
和
六
二
年
六

月
三
〇
日
閣
議
決
定
)
に
よ
り
高
規
格
幹
線
道
路
一

四
、
0
0
0
如
が
位
置
付
け
ら
れ
、
｢
第
m
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
｣
(昭
和
六
三
年
五
月
二
七
日
閣

議
決
定
)
に
お
い
て
は
計
画
期
間
中

(昭
和
六
三
年

　

　

　
　

　

　

　
　
　

約

約

画

分

醗

-

　
　
　
　　
新規追加分 約2,300km

(圏央道はこの中の一路線で式)

図 3 高規格幹線道路の整備体系

高規格幹線道路

約 14 ,00okm
(四全総で閣議決定)

等

く

職

　

　

　
　

　　

　

　

　　

国(国土開発幹線自動車道等)

度
,
平
成
四
年
度
)
に
既
供
用
区
間
を
含
め
約
六
、

幹
道
に
準
じ
て
路
線
全
体
と
し
て
計
画
的
･
効
率
的

0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
を
供
用
す
る
こ
と
と

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
｢
一
般
国
道

さ
れ
た
。

圏
央
道
は
図
3
に
示
す
と
お
り
、
高
規
格
幹
線
道

路
の
う
ち
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整

備
す
べ
き
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
国

と
し
て
整
備
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
計
画
決
定
に

つ
い
て
｣
(昭
和
六
三
年
六
月
一
日
道
路
局
長
通
達
)

に
基
づ
き
、
図
4
の
と
お
り
計
画
手
順
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

圏
央
道
の
基
本
計
画
決
定
、
整
備
計
画
の
状
況
は

L高珊各幹線道路決定 !

基 本 計 画蛾
白
]髄　　

整 備 の 開 始

図 4 一般国道自動車専用道路の計画手順

L完 成!

一般国道路線名
概略延長
経過する主要市町村名

【

主
数

道
長
る
線
度

国
延
ず
車
速

般
略
過
準
計

一
概
経
標
設

　
　
　
　
　

設　　　　　
計
結
設
連

計画の内容
(1)一般国道路線名

烙
種

予
の

　

　
　
　
　

　

路

市
部
幅
ぴ
る

る
褓
度
置

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

の
②
③
@

㈱
⑥工事に要する費用の概算額

構造規格(車線数、種級区分、



前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

四

区
間
毎
の
進
捗
状
況
及
び
整
備
効
果

現
在
ま
で
に
都
市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
手
続
が

完
了
し
て
い
る
も
の
、
又
は
手
続
中
の
区
間
の
進
捗
状

況
及
び
地
域
毎
の
整
備
効
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

神
奈
川
県
内

①

横
浜
横
須
賀
道
路
-
国
道
一
号

〔横
浜
環

状
南
線
〕

L
=
八

･
九
如

横
浜
市
中
心
部
よ
り
放
射
状
に
配
置
さ
れ

て
い
る
幹
線
道
路
を
郊
外
部
に
お
い
て
相
互

に
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部
に
集
中

す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
、
導
入
し
、
交
通

処
理
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
都
市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
の
手
続
中

で
あ
る
。

②

国
道
一
号
(新
湘
南
B
E
I
国
道
三
一九

号

〔さ
が
み
縦
貫
道
路
〕

L
=
二
一
･
六

如
神
奈
川
県
央
地
域
の
南
北
方
向
の
主
要
な

道
路
と
し
て
は
現
在
国
道
三
一九
号
の
み
で

あ
る
た
め
、
圏
央
道
は
当
該
地
域
の
南
北
方

向
の
連
絡
の
強
化
、
交
通
の
整
序
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
束
名
高
速
道
路
な
ど
へ
の
連

絡
性
を
高
め
、
広
く
県
内
交
通
の
利
便
性
向

上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
都
市
計
画

環
境
影
響
評
価
の
手
続
中
で
あ
る
。

①

常
磐
道
-
千
葉
県
境

L
=
二
九
･
三
如

の

東
京
都
内

常
磐
道
及
び
国
道
六
号
な
ど
と
連
絡
す

①

国
道
二
〇
号
j
埼
玉
県
境

L
=
二
二

･

五
如幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
が
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
国
道
一
六
号
は
、
圏
央
道
の
整
備
に

よ
り
、
現
在
の
交
通
混
雑
が
緩
和
し
、
周
辺

の
市
街
地
生
活
道
路
に
流
入
し
て
い
る
通
過

車
両
が
排
除
さ
れ
、
地
域
全
体
の
交
通
の
流

れ
が
改
善
で
き
る
。
平
成
元
年
三
月
一
三
日

都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
現
在
用
地
買
収
に
着

手
し
て
い
る
。

③

埼
玉
県
内

①

東
京
都
境
ー
国
道
二
五
四
号
B
P

L
=

二
七
･
七
如

埼
玉
県
内
の
東
西
方
向
の
道
路
整
備
は
不

十
分
で
質
･暈
と
も
に
不
足
し
て
お
り
、
増
大

す
る
交
通
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
著
し
く
低
下
し

て
い
る
。
圏
央
道
は
県
内
を
東
西
に
結
ぶ
都

市
間
連
絡
の
動
脈
と
な
り
、
国
道
一
六
号
の

交
通
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
生
活
道
路
へ
侵
入

し
て
い
る
通
過
交
通
が
排
除
さ
れ
る
な
ど
、

交
通
安
全
の
面
か
ら
も
改
善
さ
れ
る
。
昭
和

六
一
年
三
月
二
八
日
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

現
在
用
地
買
収
、
工
事
を
促
進
中
で
あ
る
。

印

茨
城
県
内

常
磐
道
及
び
国
道
六
号
な
ど
と
連
絡
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
幹
線
道
路
網
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
圏
央
道
の
バ
イ
パ
ス
機
能

に
よ
り
、
国
道
一
二
五
号
、
国
道
四
〇
八
号

等
に
お
け
る
通
過
交
通
が
排
除
さ
れ
、
現
道

の
混
雑
緩
和
、
交
通
事
故
等
の
減
少
に
よ
る

交
通
機
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
。
現
在
、
都

市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
の
手
続
中
で
あ
る
。

③

千
葉
県
内

①

茨
城
県
境
ー
東
関
道
水
戸
線

L
=

一

0
･
七
如

茨
城
県
と
東
関
道
水
戸
線
と
を
連
絡
す
る

こ
と
に
よ
り
、
圏
央
道
が
広
域
的
幹
線
道
路

網
形
成
の
一
役
を
担
い
、
地
域
間
の
交
流
が

促
進
さ
れ
、
北
総
地
域
の
産
業
の
発
展
、
観

光
開
発
の
促
進
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
国
道

四
〇
八
号
の
交
通
混
雑
緩
和
を
図
り
、
地
域

内
外
の
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
。
平
成
三

年
三

月
二
五
日
環
境
影
響
評
価
手
続
中
が

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
次
の
区
間
に
つ
い
て
は
路
線
の
地

元
説
明
を
終
え
、
現
在
早
期
の
都
市
計
画
決

定
に
向
け
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

②

国
道
四
〇
九
号
-
東
関
道
館
山
線

L
=

特集/大都市圏環状道



二
九
如
東
関
道
館
山
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
な

ど
と
有
機
的
に
連
絡
し
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
産
業
、
経

済
、
観
光
な
ど
房
総
半
島
中
南
部
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

写真 1 中央道との交差部の完成予想図

五

環
境
対
策
に
つ
い
て

圏
央
道
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、生
活
環
境
･

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
種
々
の
対
策
を

講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
東
京
都
内
に
お

い
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
国
道
二
〇
号
i
東

京
･
埼
玉
都
県
境
間
の
ル
ー
ト
は
、
高
尾
山
を
始
め

と
す
る
自
然
の
豊
か
な
地
域
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
環
境
の
保
全

に
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
設
省
と
日
本
道
路
公
団
で
は
、

環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
環
境
保

全
の
基
本
的
方
向
を
踏
ま
え
、
学
識
経
験
者
の
指
導

.
助
言
を
得
な
が
ら
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
環
境

保
全
対
策
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、
環
境
保
全
対

策
に
係
わ
る
検
討
委
員
会
を
平
成
元
年
六
月
に
設
置

し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

委
員
会
は
四
委
員
会
設
置
し
て
お
り
、
検
討
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

景
観
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
計
に
際
し
て
形
式
、
デ

ザ
イ
ン
、
色
彩
を
自
然
豊
か
な
周
辺
環
境
と

融
合
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
検
討

②

ト
ン
ネ
ル
検
討
委
員
会

国
道
二
〇
号
j
埼
玉
県
境
二
二
･
五
如
の

う
ち
五
五
%
を
占
め
る
ト
ン
ネ
ル
部
に
つ
い

て
、
適
切
な
施
工
法
を
選
択
し
、
地
下
水
･

表
流
水
等
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
対
策
の
検

討
③

動
物
環
境
保
全
対
策
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
置
に
よ
る
影
響
の
要

因
･
程
度
に
応
じ
、
動
物
に
係
わ
る
環
境
保

全
対
策
の
検
討

④

植
物
環
境
保
全
対
策
検
討
委
員
会

道
路
構
造
物
の
設
置
に
よ
る
影
響
の
要

因
･
程
度
に
応
じ
、
植
物
に
係
わ
る
環
境
保

全
対
策
の
検
討

写真2 埼玉県内の工事状況 (日高市 高荻付近)

六

圏
央
道
と
の
一体
整
備

圏
央
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る
東
京
都
心
よ
り
半
径

約
四
○
-
五
○
麺
圏
の
地
域
は
、
開
発
余
力
の
高
い

地
域
が
多
く
、
各
自
治
体
の
長
期
計
画
に
お
い
て



も
、
圏
央
道
を
開
発
の
軸
と
し
た
開
発
計
画
が
数
多

く
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
圏
央
道
の
早
期
建
設
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

圏
央
道
の
整
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
開
発
を
促
進
し
、
周
辺
地
域
と
の
一
体
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
圏
央
道
の
利
用
交
通
の
増
大
を
図
る

こ
と
等
に
よ
り
、
採
算
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

1

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
整
合
を
図
っ
た
土
地
利

用
計
画

埼
玉
県
の
鶴
ヶ
島
市
及
び
川
島
町
で
は
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
の
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
。

特
に
川
島
町
で
は
、
町
内
に
圏
央
道
の
イ
ン
タ
i

チ
ェ
ン
ジ
設
置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
計
画
的
に
整
備
す
る

｢圏

央
道
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン

(首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
関
連
地
域
整
備
計
画
)｣を
策
定
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
圏
央
道
関
連
地
域
の
立
地
条
件
を
生
か

し
つ
つ
、
乱
開
発
を
防
止
し
、
農
業
と
調
和
の
と
れ

た
都
市
整
備
を
行
い
、
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る

(図
5
)。

2

地
域
一
体
振
興
整
備
事
業

建
設
省
で
は
、
平
成
四
年
度
に
自
動
車
専
用
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
と
周

図 5 川島町圏央道インターシティプランの土地利用計画の例

辺
地
域
を
一
体
的
に
整
備
す
る

｢地
域
一
体
振
興
整

備
事
業
｣
を
創
設
し
た
。
事
業
の
ス
キ
ー
ム
を
図
6

に
、
イ
メ
ー
ジ
を
図
7
に
示
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

地
域
開
発
者
側
に
対
し
て
、
①
道
路
開
発
資
金
の
融

資
、
②
日
本
開
発
銀
行
の
融
資
、
③
関
連
道
路
の
重

点
整
備
、
④
関
連
公
共
事
業
の
優
先
整
備
な
ど
の
優

遇
措
置
が
と
ら
れ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
地
域
開
発
効
果
を
勘
案
し
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の
建
設

費
は
地
域
開
発
者
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

圏
央
道
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域
一
体
振
興
整
備

事
業
を
取
り
入
れ
、
地
域
開
発
計
画
と
一
体
と
な
っ

た
道
路
建
設
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
関
係
自
治
体
と
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(地方公共団体、
第3セクター等事業主体)

一体振興整備地区整備計画

(地方公共団体)

　
　

　

体
一

整

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

インターチェンジ ･サービス

エリア等の計画

図 6 事業のスキーム

特集/大都市圏環状道路の

(地方公共団体)

一体振興整備地区基本計画
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七

お
わ
り
に

圏
央
道
は
こ
れ
ま
で
に
、
基
本
計
画
決
定
延
長
約

二
三
六
如
と
な
っ
て
お
り
、
圏
央
道
が
通
過
す
る
一

都
四
県
に
お
い
て
都
市
計
画
、
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
や
準
備
を
進
め
て
い
る
。
圏
央
道
が
全
線
供
用

す
る
ま
で
の
事
業
費
は
概
ね
二
兆
円
と
見
積
も
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
備
効
果
の
高
い
区
間
か
ら
順

次
調
査
熟
度
を
上
げ
事
業
に
着
手
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。



一
東
京
湾
環
状
道
路
と
高
速
湾
岸
線

｢東
京
湾
環
状
道
路
｣と
は
、
東
京
湾
の
外
周
に
沿

っ
て
横
須
賀
か
ら
横
浜
、
川
崎
、
東
京
、
千
葉
、
木

更
津
を
経
て
富
津
に
至
る
延
長
一
六
〇
如
の

｢東
京

湾
岸
道
路
｣
と
、
東
京
湾
口
部
に
お
い
て
三
浦
半
島

と
房
総
半
島
を
連
絡
す
る
海
上
約
一
〇
如
の

｢湾
口

部
横
断
道
路
｣
及
び
湾
央
部
に
お
い
て
川
崎
と
木
更

津
を
連
絡
す
る
約
一
五
如
の
｢東
京
湾
横
断
道
路
｣
の

三
者
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

｢東
京
湾
岸
道
路
｣
は
原
則
と
し
て
総

幅
員
五
○
-
一
〇
0
m
、
合
計
一
0
-

一
四
車
線
で

計
画
さ
れ
、
自
動
車
専
用
部
と
一
般
部
と
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
専
用
部
の
う
ち
横
浜
市
金
沢
区
並
木

(横

浜
横
須
賀
道
路
)
か
ら
市
川
市
高
谷

(東
関
東
自
動

車
道
)
ま
で
約
六
二
畑
は
首
都
高
速
道
路
公
団
が
高

速
湾
岸
線
｣
と
し
て
建
設
を
建
め
て
お
り
、
大
田

区
東
海

(昭
和
島
I
･
C
)
か
ら
市
川
市
高
谷
ま

で
の
区
間
約
二
六
蝋
と
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
含
む

約
三
如
が
既
に
開
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
川
崎
市
、

横
浜
市
へ
と
延
伸
し
、
大
田
区
東
海
か
ら
横
浜
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
わ
き
の
大
黒
埠
頭
ま
で
の
約
二
一
蹴
及
び

本
牧
埠
頭
か
ら
横
浜
市
金
沢
区
並
木

(横
浜
横
須
賀

道
路
)
ま
で
の
約
ー
五
畑
を
そ
れ
ぞ
れ
高
速
湾
岸
線

(三
期
)、
(四
期
)、
(五
期
)と
し
て
現
在
建
設
を
進

め
て

い
る
。

二

整
備
状
況

1

高
速
湾
岸
線
(
一
期
)、
(
二
期
)

ち
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写真 1 東京港トンネル

昭
和
島
I
C
で
高
速
一
号
羽
田
線
と
分
岐
し
、
東

京
港
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
有
明
地
区
を
通
り
、
高
速

九
号
深
川
線
が
分
岐
す
る
辰
己
I
C
を
経
由
す
る
。

さ
ら
に
荒
川
を
横
断
し
た
後
に
葛
西
I
C
で
高
速
中

央
環
状
線
が
分
岐
し
、
そ
の
後
、
江
戸
川
を
渡
り
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
右
に
み
て
、
市
川
市
高
谷
で
東



◎東京湾環状道路の実施状況

　　 　
　　　　　　
　

　　 　
　 　
、 八千代市 、

　　　　
　
　　
　　

松戸市

市川市

、
~′ん、縱 東京都
千葉市

千葉東金道路

綿

千葉県
東
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ノ V
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君津市
富津市 、、、

増沢市

〔霊
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逗子市

横須賀市

図 1



関
東
自
動
車
道
に
接
続
す
る
。
東
京
港
ト
ン
ネ
ル
は

現
在
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
横
浜
港
の
夜
景
を
ひ
と
き
わ

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
、
荒
川
に
か
か
る
橋
は
ト
ラ
ス
橋
で

魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。

有
名
で
あ
る
。
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
を
陸
上
で
製
作
し
、
水

3

高
速
湾
岸
線
(三
期
)

に
浮
か
べ
て
所
定
の
位
置
に
曳
航
し
て
沈
め
、
箱
を

川
崎
市
川
崎
区
浮
島
地
先
で
建
設
中
の
高
速
湾
岸

つ
な
ぎ
な
が
ら
造
る
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
で
あ
る
。

線
(四
期
)、高
速
川
崎
縦
貫
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路

と
接
続
す
る
浮
島
I
C
を
起
点
と
し
、多
摩
川
を
横
断

2

横
浜
高
速
湾
岸
線

し
て
羽
田
新
空
港
(羽
田
沖
合
展
開
部
)、
京
浜
島
を

本
牧
埠
頭
ラ
ン
プ
か
ら
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
通

経
由
し
、
大
田
区
東
海
で
供
用
中
の
高
速
湾
岸
線
に

っ
て
大
黒
I
C
で
高
速
大
黒
線
と
接
続
す
る
。
横
浜

接
続
す
る
延
長
約
九
･
一
如
の
路
線
で
、
京
浜
島
か

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
全
長
八
六
0
m
中
央
径
間
四
六
〇

ら
高
速
湾
岸
線
接
続
部
ま
で
が
高
架
構
造
、
他
の
区

m
の
斜
張
橋
で
タ
ワ
ー
の
高
さ
は
一
七
五
m
も
あ
る
。

間
は
半
地
下
構
造
ま
た
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て

地 区↑蹴
東京地区 捌
川崎地区 幻
横浜地区 捌
千葉地区 滯
計 鰓

表2高速湾岸線地区別距離 表1高速湾岸線の概要

路 線 名 区 間 延長(kが 業業費(億円) 備 考

高速湾岸線( 1期) 江東区有明 ~大田区東海 7
.
8 l

,
112 開 通

高速湾岸線(2期) 市川市高谷 ~江東区有明 16
.
3 1

,
363 開 通

高速湾岸線( 3期) 島浮区崎=珪市崎口==~海7.･,
東区畑 規 独 中

･
設建

高速湾岸線(4期) 願里…欧観鯖嶺鵜駆篩 鵬 郷 中
.
設建

高速湾岸線( 5 期) 鮴沢踰~蝋隙中･浜横 燭 燃 中
･
設建

横浜高速湾岸線 瀬牧跡中諦~願黒獸
市浜横 第 緘 通閣

計 楓 蹴

特集/大都市圏環状道路の整備

写真3 羽田沖合展開部 (完成予想図)



い
る
。
こ
の
う
ち
多
摩
川
を
横
断
す
る
多
摩
川
ト
ン

(四
期
)
の
川
崎
航
路
ト
ン
ネ
ル
の
函
体
と
あ
わ
せ
て

ネ
ル
は
延
長
約
一
･
五
如
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
で
建
設

ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
二
回
に
分
け
て
製
作
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
京
浜
島
か
ら
羽
田
新
空
港
区
間

は
、
大
部
分
が
国
道
三
五
七
号
と
一
体
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
新
空
港
部
は
空
港
施
設
と
の
一
体
的
な
整

備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
東
京

　 　 　 　- ^ ^ ^ - - - -　 　　 　 　　　　　 　 　 　　

都
と
事
業
調
整
を
図
り
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
。

本
路
線
は
全
線
工
事
の
最
盛
期
で
あ
り
、
多
摩
川

ト
ン
ネ
ル
の
沈
埋
函

(長
さ
一
三
0
m
、
幅
四
0
m
、

ふ

高
さ
-
o
m
、
重
さ
五
二
、
0
0
o
t
)
.は
、
同
じ

二

く
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
で
建
設
さ
れ
て
い
る
高
速
湾
岸
線

上　

　
　　

　
　

　

　　

　　
　

　
　

　　　

　

　　

　

　
　

　

　　
　

　　

讓
舷

4写真4 ドライドック

一
期
製
作
分
(
一
一
函
)は
既
に
平
成
元
年
度
に
製
作

を
完
了
し
、
曳
き
出
し
、
仮
置
し
て
い
る
。
二
期
製
作

分
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
現
在
製
作
を
完
了
し

四
年
秋
頃
に
は
注
水
す
る
予
定
で
あ
る
。
立
坑
に

つ
い
て
は
、
掘
削
並
び
に
躯
体
の
構
築
工
事
を
実
施

中
で
あ
り
、
さ
ら
に
立
坑
に
接
続
す
る
ト
ン
ネ
ル
及

び
半
地
下
工
事
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
中
で
あ

る
。
ま
た
、
函
体
沈
設
箇
所
の
浚
漂
工
事
も
実
施
し

て
お
り
、
四
年
一
〇
月
に
は
最
初
の
沈
設
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

新
空
港
部
で
は
、
全
区
間
に
わ
た
り
半
地
下
及
び

ト
ン
ネ
ル
の
躯
体
工
事
中
で
あ
る
が
、
京
浜
島
地
区

の
ト
ン
ネ
ル
は
既
に
躯
体
工
事
を
完
了
し
、
引
続
き

換
気
塔
工
事
を
実
施
中
で
あ
る
。
な
お
、
高
架
区
間

に
つ
い
て
は
、
舗
装
、
標
識
等
の
工
事
を
除
き
完
了

し
て
い
る
。
平
成
五
年
度
に
は
、
羽
田
新
空
港
ま
で

の
開
通
を
予
定
し
て
い
る
。

4

高
速
湾
岸
線
(四
期
)

横
浜
市
鶴
見
区
大
黒
埠
頭
の
大
黒
I
C
か
ら
鶴
見

航
路
を
横
断
し
、
扇
島
、
東
扇
島
、
川
崎
航
路
を
経

て
浮
島
I
C
で
高
速
湾
岸
線
(三
期
)、
高
速
川
崎
縦

貫
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
と
接
続
す
る
約
一
一
･

五
如
の
路
線
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
鶴
見
航
路
で
は
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

を
凌
ぐ
中
央
径
間
五
一
0
m
、
橋
長
一
、
0
二
0
m

の
一
面
吊
り
斜
張
橋
を
、
川
崎
航
路
横
断
部
で
は
多

摩
川
ト
ン
ネ
ル
と
同
様
の
延
長
約
一
･
二
如
の
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
を
建
設
し
て
い
る
。

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
高
速
六
車
線
の
下
に
一
般

国
道
三
五
七
号
の
六
車
線
を
抱
え
た
二
層
構
造
で
、

い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
る
の
に
対
し
、
鶴
見

航
路
橋
は
国
道
部
分
が
並
列
で
別
個
に
将
来
施
工
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
高
速
の
み
の
六
車
線
の

シ
ン
グ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
る
。
そ
こ
で
将
来
の
景
観
等

を
考
慮
し
て
一
面
吊
り
斜
張
橋
と
し
て
い
る
。
タ
ワ



-
の
高
さ
が
一
八
三
m
に
も
な
り
、
中
央
径
間
五
一

0
m
は
世
界
第
四
位

(
一
面
吊
り
斜
張
橋
で
は
世
界

第
一
位
)
の
規
模
を
誇
る
。

現
在
、
既
に
下
部
工
工
事
が
完
了
、
上
部
工
工
事

は
主
塔
の
中
段
の
部
分
を
盛
ん
に
進
め
て
お
り
、
側

径
間
部
分
の
桁
架
設
を
完
了
し
て
い
る
。
今
後
、
主

塔
に
つ
い
て
は
上
段
部
分
約
六
0
m
を
小
ブ

ロ
ッ
ク

に
分
割
し
現
場
溶
接
で
架
設
し
て
、
来
年
四
月
項
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
中
央
径
間
の
張
出
架

設
に
つ
い
て
は
来
年
秋
頃
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
な

が
ら
、
順
次
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

川
崎
航
路
ト
ン
ネ
ル
部
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
ト

ン
ネ
ル
同
様
沈
埋
函
の
製
作
を
完
了
し
て
い
る
。
立

坑
の
う
ち
東
扇
島
の
発
進
立
坑
は
、
躯
体
構
築
工
事

を
終
え
、
到
達
立
坑
の
構
築
及
び
接
続
す
る
ト
ン
ネ

ル
、
半
地
下
部
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
函
体
沈
設
箇
所
の
浚
漂
工
事
も
実
施
し
て

お
り
、
四
年
八
月
に
は
最
初
の
沈
設
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

他
の
区
間
の
高
架
橋
部
分
に
つ
い
て
も
、
全
て
上

下
部
工
事
に
着
手
し
て
い
る
o

写真6 鶴見航路橋 (完成予想図)

5

高
速
湾
岸
線
(五
期
)

本
路
線
は
、
日
本
道
路
公
団
施
行
の
横
浜
横
須
賀

道
路
金
沢
支
線
と
接
続
す
る
金
沢
区
並
木
を
起
点
と

し
、
国
道
三
五
七
号
沿
い
に
磯
子
区
に
入
り
J
R
根

岸
線
沿
い
に
進
み
、
本
牧
埠
頭
で
高
速
湾
岸
線
に
接

続
す
る
延
長
約
一
四
･
六
蝿
の
路
線
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
横
浜
横
須
賀
道
路
金
沢
支
線
と
の
接
続
部
付

近
が
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
区
間
は

全
て
高
架
構
造
と
な
っ
て
い
る
o

こ
の
区
間
の
用
地
に
つ
い
て
は
約
半
分
が
国
道
も

し
く
は
埋
立
て
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
道
路
敷
に
よ

り
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
残
る
半
分
に
つ
い
て
は
工

場
や
民
地
等
の
買
収
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
用
地
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
る
。
工
事

に
つ
い
て
は
、
用
地
問
題
の
解
決
し
て
い
る
北
側
の

本
牧
-
間
門
間
約
三
蝿
と
南
側
の
杉
田
-
並
木
間
約

四
m
に
つ
い
て
着
手
し
て
い
る
。

三

高
速
湾
岸
線
の
整
備
効
果
に
つ
い
て

上
記
の
よ
う
に
高
速
湾
岸
線
は
、
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
東
京
湾
環
状
道
路
の
一
部
を
形
成
し
て
お

り
、
横
浜
･
川
崎
･
東
京
の
臨
海
部
相
互
を
連
絡
し
、

市
街
地
通
過
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
湾
岸
地
域
相
互
間
の
交
通
機

能
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
横
浜

方
面
か
ら
の
羽
田
新
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
の
機
能
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

2 8 苗行セ 9? R

現
況

の

現
在
、
供
用
中
の
横
浜
羽
田
空
港
線
の
利
用

特集/大都市圏環状道路の整備



交
通
量
は
一
日
約
三

万
台

(多
摩
川
断
面
)

㈱

関
連
地
域
の
幹
線
街
路
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ

に
達
し
て
お
り
、
交
通
渋
滞
が
日
常
的
な
問
題

る
。

と
な

っ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

現
在
、
東
京
と
横
浜
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て

は
首
都
高
速
横
羽
線
、
東
名
高
速
道
路
及
び
第
三
京

浜
の
三
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
東
京
、
川
崎
、
横
浜
を

中
心
と
し
た
一
、
七
〇
〇
万
人
に
及
ぶ
都
市
圏
に
と

っ
て
は
充
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
首
都
高
速
横

羽
線
は
横
浜
方
面
か
ら
都
心
へ
入
っ
て
く
る
上
り
方

向
が
各
所
で
渋
滞
し
て
い
る
。
そ
こ
で
東
京
、
神
奈

川
、
千
葉
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
交
通
の
円
滑
化
や

臨
海
部
の
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
高
速
湾
岸

線
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
は
、
羽
田
新
空
港
ま
で
の
完
成
、

ま
た
残
り
の
区
間
は
平
成
六
年
度
完
成
を
目
指
し
て

頑
張

っ
て
い
る
o

②

大
師
入
路
付
近
を
先
頭
に
最
大
八
如
程
度
渋

滞
し
て
い
る
。

③

生
麦
I
C
付
近
を
先
頭
に
横
浜
羽
田
空
港
線

上
り
で
最
大
六
蝋
程
度
、
大
黒
線
上
り
で
三
如

程
度
渋
滞
し
て
い
る
o

2

整
備
効
果

高
速
湾
岸
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
線
、

神
奈
川
線
の
相
互
交
通
に
対
し
て
充
分
な
交
通
容
量

が
確
保
さ
れ
、
上
記
区
間
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
。

の

高
速
湾
岸
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
横

浜
羽
田
空
港
線
と
二
路
線
の
高
速
道
路
が
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
、
ル
ー
ト
選
定
が
可
能
と
な

る
%

@

さ
ら
に
、
川
崎
市
内
、
横
浜
市
鶴
見
区
、
神

奈
川
区
か
ら
の
高
速
道
路
利
用
が
促
進
さ
れ
、

よ
り
利
便
性
が
高
ま
る
。

③

湾
岸
線

(
一
期
)
及
び
横
浜
高
速
湾
岸
線
等

の
利
用
効
率
が
著
し
く
増
大
す
る
。

⑧

東
京
国
際
空
港
の
沖
合
展
開
に
よ
る
拡
充
、

東
扇
島
、
大
黒
埠
頭
の
整
備
、
み
な
と
み
ら
い

ニ
ー
計
画
等
に
伴
う
新
た
な
交
通
需
要
へ
の
対

応
が
可
能
と
な
る
o



一
は
じ
め
に

東
京
湾
横
断
道
路
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
浮
島
町

地
先
と
千
葉
県
木
更
津
市
中
島
を
結
ぶ
延
長
一
五
･

一
蹴
の
自
動
車
専
用
有
料
道
路
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
千
葉
県
富
津
市
か
ら
東
京
湾
岸
を

一
周
し
て
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
至
る
東
京
湾
岸
道

路
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
京
外
か
く
環

状
道
路
、
東
関
東
自
動
車
道
と
も
一
体
と
な
っ
て
首

都
圏
に
お
け
る
広
域
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
、
都
心

部
や
周
辺
部
の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
産
業
活
動
の
向
上
に
大
き
く
寄
与

し
、
周
辺
部
諸
都
市
の
連
携
を
強
め
新
し
い
首
都
圏

を
形
成
し
東
京
圏
全
体
の
調
和
の
あ
る
発
展
を
促
進

す
る
た
め
の
道
路
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

二

事
業
の
概
要

1

事
業
計
画

事
業
計
画
の
概
要
及
び
工
事
着
手
ま
で
の
経
緯
を

以
下
に
示
す

(表
1
、
表
2
)。

-
特
集
/
穴
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

↑
東
京
湾
横
断
邁
路
の
整
備
に
つ
い
て

松訟松啖"

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社
企
画
開
発
部
企
画
課
長

藤
田

益
夫

楼

2

東
京
湾
横
断
道
路
の
事
業
方
式

東
京
湾
横
断
道
路
は
早
期
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い

る
大
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
民
活
の
資
金
、
経
営
能

力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
国
の
負
担
を
軽
減
し

つ
つ
早
期
に
建
設
に
着
手
す
る
た
め
民
間
新
方
式
に

よ
る
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
昭
和
六
一
年
四
月
二
五

日
に
成
立
し
た

｢東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す

る
特
別
措
置
法
｣
(以
下

｢特
措
法
｣
と
い
う
。)
に
基

づ
き
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
特
措
法
に
よ
る
建
設
協

定
を
日
本
道
路
公
団
と
締
結
し
た
東
京
湾
横
断
道
路

株
式
会
社
が
施
工
し
、
工
事
完
成
後
の
道
路
施
設
は

日
本
道
路
公
団
に
一
括
し
て
引
渡
し
供
用
を
開
始
す

る
運
び
と
な
る
。

そ
の
事
業
方
式
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る

(表

3
)。
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表 1

1. 事業概要

(1) 有料道路名 東京湾横断道路

姥) 路 線 名 一般国道409号

③ 工事区間 川崎市川崎区浮島町地先から木更津市中島まで

(4) 延 長 15.1 km

◎ 車 線 数 4車線 (将来構想6車線)

(6) 設計速度 80km/h

(7) 推定交通量
供用時 約33,000台/日

20年後 約64,000台/日

圏 工事期間 昭和62年 7月から平成 8年 3月まで

2. 事業計画 (単位 :億円) 3. 資金計画

名称 資金構成

会社

出資金 600

政府保証催 3 ,891

民間借入金 ･

開銀借入金
2,406

道路開発資金 2,500

計 9 ,397

公団 政府引受債 2,1l6

合計 11,513

費 目 合計 公団 会社

事 業 費 9 ,300 1,409 7 ,891

建中利息等 2 ,213 707 1,506

合 計 11,513 2 ,116 9 ,397

(単位 ;億円)

表2 経緯表

昭和41年 4 月 建設省、 東京湾横断道路の調査を開始

昭和51年 8 月
日本道路公団、 東京湾横断道路調査室設置、 建設省から調
査を引き継ぐ

昭和56年 4 月
川崎一G毎上) - 木更津- 成田間を一般国道409号に指定 (57
年 4月施行)

昭和60年12月 61年度政府予算案で東京湾横断道路の事業化が認められる

昭和61年 4 月 ｢東京湾横断道路の建設に関する特別措置法｣成立

昭和61年10月 東京湾横断道路株式会社設立

昭和62年 7 月
環境アセスメント手続終了、 日本道路公団が建設大臣から
事業許可を受ける

昭和62年 7 月
日本道路公団と東京湾横断道路株式会社との間で建設協定
締結

昭和62年 8 月
日本道路公団、 7 地方公共団体等から出資を受け第 3セク
ターに移行

昭和63年12月 日本道路公団、 漁業補償交渉終了

平成元年 5月 東京湾横断道路起工式

平成元年
~ 平成 4 年

土木工事は概ね発注を終え本線工事を33件発注し6 件竣工
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表3 東京湾横断道路の事業方式

東京湾横断道路

建設事業者の特定= 認可 有料道路の許可

出資金
(民間、地方公共団体、公団)

社債発行限度の特例

④
'

会社 観 支払(完成後長期擬に分割)
公 団

④搬完成後引渡し ③

発注(道路爺摯 鰡実施)

⑥

(事業畿鸚買収等)

① 日本道路公団 (以下 r公団｣ という。)が建設大臣より、 東京湾横断道路を新設し、 料金を徴収す
る許可を受ける。
② 公団は、 東京湾横断道路の建設及び管理を行うことを主たる目的とする会社 (以下 r会社J とい
う。)と建設大臣の認可を受けて協定を結ぶ。
③ 基本的な調査及び設計、 事業調整、 敷地の取得等については公団が調達した資金により公団が実
施する。
④ 会社は、 協定に基づき資金を調達し、 東京湾横断道路の新設工事及び準備行為のうち公団が実施
する以外のものを実施する。
⑤ 会社は、 完成した施設を公団に引渡し、 公団は道路を供用する。
⑥ 公団は、 協定に基づき東京湾横断道路の建設に要した費用を供用後長期間に分割して料金収入等
により会社に支払う。
⑦ 供用後の維持修繕等の管理は新たに公団と会社が結ぶ管理協定に基づき会社が行う。

3

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社
の
設
立

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢会
社
｣
と

い
う
。)
は
特
措
法
に
よ
る

“東
京
湾
横
断
道
路
の
建

設
及
び
管
理
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
す
る
会
社
"
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

り 埜′し い 3
東
京
湾
横
断
道
路
一
般
図
を
図
2
に
示
す
。

③

地
形
、
地
質
の
概
要

計
画
地
点
の
地
形
は
、
き
わ
め
て
緩
や
か
な
船
底

形
状
を
し
て
い
る
。
水
深
は
湾
中
央
部
で
約
三
0
m
、

浮
島
側
で
約
二
0
m
、
木
更
津
側
で
は
海
岸
か
ら
約

◎ 東
4
を ④ ③ ②①

り、勗菱ゞ
京 工 そ 量 運 経 多 の の 休 る と び J
地 湾 事 の 、 す 道 営 目 施 東 建 憩 た 東 束 す 管 は
形 横 概 目 設 る 路 並 的 設 京 設 施 め 京 京 る 理 特
、 断 要 的 計 地 建 び 展 ( 湾 及 設 の 湾 湾 会 に 措
地 道 と 、 城 設 に 示 ス 横 び 、 施 横 横 社 関 法
　 　 　　　　　　　　　　　　　 　　　の 一

①

東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
及
び
管
理

②

東
京
湾
横
断
道
路
の
利
用
者
の
利
便
に
資
す

る
た
め
の
施
設

(駐
車
場
、
貨
物
保
管
施
設
、

休
憩
施
設
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
食
堂
等
)

③

東
京
湾
横
断
道
路
の
利
用
増
進
を
図
る
た
め

の
施
設

(ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
遊
園
地
、
劇
場
、

多
目
的
展
示
場
、
宿
泊
施
設
等
)
の
建
設
及
び

経
営
並
び
に
道
路
運
送
事
業

④

道
路
建
設
工
事
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
に
関

連
す
る
地
域
開
発
に
関
す
る
企
画
、
調
査
、
測

量
、
設
計
、
試
験
及
び
研
究

を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

概 殺 い 及 に
要 文 る び ‐

船 、 に

底 測 関



橋 梁

木更津人工島

= 4.4km 　
　
　
　
木

図

　
　
　

浮

側

土被り約15m

一
･
五
如
ま
で
水
深
二
m
以
浅
の
干
潟
で
あ
る
。

地
質
は
多
摩
川
、
荒
川
等
の
河
川
か
ら
流
出
土
砂

が
厚
く
堆
積
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
側
は
、
粘
土
あ
る

い
は
シ
ル
ト
等
の
沖
積
層
が
深
さ
三
0
m
程
度
堆
積

し
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
砂
あ
る
い
は
粘
土
の
洪
積

層
が
分
布
す
る
。
木
更
津
側
は
砂
の
沖
積
層
が
あ
り

そ
の
下
に
や
や
固
い
洪
積
層
が
堆
積
し
て
い
る
。

②

各
構
造
物
の
概
要

分

ト
ン
ネ
ル

シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
大
ロ
径
掘
削

(二
車

線
断
面
直
径
一
三
･
九
m
(図
3
))
計
画
し
て

お
り
、
工
事
は
、
平
成
四
年
六
月
ま
で
に
八
工

区
に
分
割
し
発
注
し
た
。

現
在
は
、
シ
ー
ル
ド
掘
削
機
の
設
計
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
制
作
組
立
と
進
み
、
各
人
工
島

(シ
ー
ル
ド
の
発
進
基
地
と
な
る
)

の
完
成
を
待
っ
て
現
地
に
組
立
据

付
し
平
成
六
年
初
め
か
ら
掘
削
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

シ
ー
ル
ド
の
発
進
基
地
は
、
浮
島

取
付
部

(東
向
き
発
進
)、
川
崎
人

工
島
(東
西
へ
向
け
発
進
)、
木
更

津
人
工
島
(西
向
き
発
進
)を
計
画

し
て
お
り
、
上
下
線
合
わ
せ
同
時

に
八
基
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ー
ン
が

稼
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
カ
所

で
地
中
接
合
し
、
二
本
の
ト
ン
ネ

ル
が
完
成
す
る
。

)

ル

ノ

エ

ー

“

酬

施
シ

　

　

　
ドトンネル

等
3

G
M
図

= 4.4km±9.5km

東京湾横断道路

= 9.5km

特集/ 大都市圏環状道路の整備

川崎側

図2 東京湾横断道路一般図

▽ ▽TP±0.oo 海面

-
▽- 20~ - 25 海底面
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著
テ
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d
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滴▽皺クダツlI鬮 右砕化檜材
ハ
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回

浮
島
取
付
部

浮
島
取
付
部
は
シ
ー
ル
ド
発
進
基
地
と
も
な

る
換
気
塔
と
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
海
底
部
に

達
す
る
ま
で
の
七
〇
0
m
の
斜
路
盛
土
部
よ
り

な
っ
て
い
る
。
換
気
塔
は
シ
ー
ル
ド
発
進
立
坑

ク
ダ

4
･
図

と
し
て
将
来
線
も
含
め
三
本

(当
面
二
本
)
の

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
を
発
進
さ
せ
か
つ
供
用
後

の
ト
ン
ネ
ル
換
気
施
設
を
収
容
す
る
構
造
物
で

あ
る
。
施
工
は
地
盤
改
良
を
行
い
基
礎
杭
を
打

設
し
鋼
殼
ケ
ー
ソ
ン
工
法
に
よ
り
構
築
す
る
計

画
で
あ
る
。
斜
路
盛
土
部
は
、
両
側
面
を
鋼
製

護
岸
で
拘
束
し
、
そ
の
外
側
を
粗
石
な
ど
で
押

え
護
岸
間
は
沈
下
対
策
や
シ
ー
ル
ド
の
安
定
掘

進
の
た
め
盛
土
の
下
の
軟
弱
地
盤
層
の
改
良
を

行
い
そ
の
上
に
盛
土
を
施
工
す
る
計
画
で
あ
る

(図
4
、
写
真
1
)。

回

川
崎
人
工
島

川
崎
人
工
島
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
中
央
に

設
け
ら
れ
る
換
気
の
た
め
の
構
造
物
で
シ
ー
ル

ド
発
進
立
坑
と
も
な
る
人
工
島
で
あ
る

(図
5
、

写
真
2
)。

人
工
島
付
近
は
、
水
深
二
八
m
で
あ
る
が
海

底
面
下
約
三
0
m
が
軟
弱
地
盤
層
で
あ
る
た
め
、

地
盤
改
良
を
行
い
土
留
め
護
岸
及
び
作
業
ヤ
ー

ド
と
な
る
鋼
製
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
外
側
に
据
付
け

地
中
連
続
壁
施
工
の
た
め
土
留
め
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
内
側
に
設
置
す
る
。
こ
の
内
外
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

間
に
盛
土
し
て
そ
の
盛
土
の
中
に
土
留
め
及
び

速
水
を
目
的
と
し
た
地
中
連
続
壁
を
円
筒
状
に

施
工
す
る
。
地
中
連
続
壁
完
成
後
内
側
の
海
水

を
排
除
し
て
、
内
側
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
撤
去
し
側

壁
底
版
等
の
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
施

工
す
る
。

そ
の
後
川
崎
、
木
更
津
方
面
に
向
け
各
々
二

機
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
を
発
進
さ
せ
る
。
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
が
発
進
し
た
あ
と
換
気
施
設

等
の
収
容
を
行
う
た
め
の
内
部
構
築
を
行
う
計

画
で
あ
る
。
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護岸
(鋼製

本体側壁 ジャケット)

▽- 114,0

図5 川崎人工島

　 　
　
　　　

　　　

;!一皮で　　

写真2 さし封まきタークミも極ラルミテ

240m

木
更
津
人
工
島
は
、
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
部
の

接
合
部
と
し
て
の
盛
土
部
と
、
シ
ー
ル
ド
発
進

立
坑
と
、
斜
路
盛
土
部
か
ら
な
っ
て
い
る

(図

70m ぬom 70m 坑 合 木 木

　 　 　　　　　　　　　　　 　　 　 　諄 し 人 人
工 工
島 島
は

良く置換工)
ロックホオ か 部 ト

　　　
つ シ ル図6 木更津人工島 (人工島中央付近)



6
、
写
真
3
)。

人
工
島
は
、
海
面
に
出
る
部
分
は
中
一
〇
0

m
、
長
さ
約
六
五
0
m
で
、
施
工
は
、
海
底
部
の

軟
弱
層
を
除
去
後
、
鋼
管
セ
ル
護
岸
を
設
置
し

護
岸
間
に
盛
土
を
し
て
築
造
す
る
計
画
で
あ
る
。

人
工
島
の
木
更
津
側
端
部
に
は
、
橋
台
を
設
置

す
る
。
人
工
島
の
川
崎
側
か
ら
は
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ー
ン
が
川
崎
人
工
島
に
向
け
て
発
進
す
る
。

㈹

橋

梁

橋
梁
の
区
間
は
、
木
更
津
人
工
島
か
ら
木
更

津
取
付
部
ま
で
の
約
四
･
四
如
で
あ
る
。

東
京
湾
横
断
道
路
の
計
画
線
を
航
過
す
る
隻

数
は
一
日
当
り
約
一
、
四
五
〇
隻
に
達
す
る
。

そ
の
約
九
割
は
ト
ン
ネ
ル
部
を
航
行
す
る
が
、

残
り
船
舶
が
橋
梁
部
を
航
過
す
る
た
め
橋
梁
計

画
に
当
た
っ
て
は
航
行
に
対
処
す
る
構
造
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
橋
梁
沖
合
部

(木
更
津
人

工
島
よ
り
約
八
六
0
m
間
)
は
支
間
を

(
一
九

0
m
十
二
四
0
m
十
二
四
0
m
十
一
九
0
m
)

と
し
高
さ
二
七
m
を
確
保
し
総
t
数
一
、
0
〇

総ゞべク
ざ
る

ま
あ

写真5 川崎人工島

写真4 浮島取付部

o
t
ク
ラ
ス
の
船
舶
が
可
能
な
設
計
と
し
て
い

る
↓。浅
瀬
部
は
標
準
支
間
八
0
m
で
あ
る
。

上
部
構
造
は
、
下
部
構
造
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
重
量
を
軽
く
す
る
こ
と
、
一
括
架
設

工
法
等
に
よ
る
能
率
的
な
架
設
を
図
る
こ
と
等

を
考
慮
し
て
鋼
床
版
連
続
箱
桁
橋
と
し
て
い
る
。

下
部
工
は
沖
合
部
は
工
場
製
作
し
た
鋼
製
橋

脚
を
現
地
に
打
設
し
た
杭
の
上
に
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
設
置
す
る
方
式
の

鋼
製
水
中
橋
脚
を
採
用
し
て
い
る
。
浅
瀬
部
は
、

鋼
管
矢
板
を
使
用
し
た
多
柱
式
基
礎
を
採
用
し

て
い
る
。

東
京
湾
横
断
道
路
は
、
東
京
の
海
及
び
空
の


